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こんにちは。いきなりの休校、いかがお過ごしでしょう？ 私もいきなり仕事がなくなり困っていま
す こま

すが、休校に伴うたくさんの課題を専門家の意見も聞きながら熟慮された上での決定でしょうし、世
ともな か だい せんもん か じゅくりょ けってい

の中を見るいい機会にはなりました。皆さんもストレスがたまるでしょうが、自分で考え行動するいい
き かい みな

機会ととらえて、安全に、そして読書や散歩など時間を有効に使って過ごしてくれたらと願っています。
き かい さん ぽ ゆうこう す

さて、こんな中でも、春は少しずつ着々と近づいているんだなぁと感じることが多くなりましたので、

いくつか紹介したいと思います。
しょうかい

昨日、用事で牛久二小に行ったときに、

ビオトープのアンズが咲いてるのが見え
さ

ました。写真を撮りに行くと、サンシュ
と

ユも咲いていました。校舎裏のユキヤナ
さ こうしゃうら

ギも咲き始めていました。アンズとウメ
さ

とスモモ、サクラの違いが分かりますか？
ちが

機会があれば、ながめてみて下さい。
き かい
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ほぼ満開のアンズ(上2枚と中左)とサンシュユ
まんかい まい

(中右2枚)、咲き始めたユキヤナギ(下):牛久二小。
まい さ



牛久自然観察の森では３／１日曜日、梅園の
ばいえん

ウメが満開でした。杉林に囲まれていて、花
まんかい すぎばやし かこ か

粉症の私は帽子とマスクで勇気をふりしぼって
ふんしょう ぼう し

観察してきました。天気もよく、いい香りが漂
かお ただよ

う中、ハエやハナアブ類が花粉をなめたり、ニ
るい か ふん

ホンミツバチが蜜を吸ったりしていました。メ
みつ す

ジロやヒヨドリも、蜜を吸いに来ていました。
みつ す

先日ご紹介した成虫で冬を
しょうかい せいちゅう

越すホソミオツネントンボは、す
こ

でに枝からいなくなっていまし
えだ

た。暖かくなり、どこかに飛ん
あたた

でいったのでしょうか。さらに歩

き進むと、木の幹に開いた穴に黄
みき あな

色いものを見つけました。よく見

ると、スズメバチのようです。

スズメバチは女王だけが朽木や
くち き

倒木、土中で越冬すると聞きます
とうぼく えっとう

が、こんなところで冬を越すのも
こ

いるのですね。

シジュウカラやエナガ、コゲラに混じっ
ま

て、メジロもいました。眼の周りが白いの
め まわ

で、目白（めじろ）。飛んでいる姿は空気抵抗
くう き ていこう

が小さくなるように、まるで弾丸のようです
だんがん

ね。春を前に野鳥の活動も活発になってき
や ちょう

ます。しかもまだ枝や葉は伸びてこないの
えだ は の

で、観察しやすいですよ。でもまだ寒い日も

多いですから、防寒をしっかりとね。
ぼうかん

満開のウメ（上左）と花粉をなめるハエ（上右）。蜜
まんかい か ふん みつ

を吸うニホンミツバチ（下）:3/1，牛久自然観察の森。
す

幹に開いた穴で越冬するスズメバチ。
みき あな えっとう

3/1 牛久自然観察の森。

枝から枝へ飛びうつる、メジロ。
えだ えだ



コムラサキの池では、いったいどにいたの

かたくさんのアズマヒキガエルが集まり始

めて、中には抱接しているものもいました。
ほうせつ

ネイチャーセンター前の池には、ニホン

アカガエルでしょうか、カエルの卵が産ま
たまご う

れていました。アカガエルは暖冬の影響か、
だんとう えいきょう

千葉では１月中下旬にもう見つけたという話

もありました。

最後にちょっと宣伝。冬のイルミネーションで有名な、
せんでん

霞ヶ浦総合公園のネイチャーセンター２階に、私が写した虫
かすみ が うらそうごうこうえん

と鳥の写真が展示されています。そろそろ春の写真に変わりま
てん じ

すが、機会があればご覧下さい。 【理科支援員：宮内】
き かい らん

どこにいたのか、たくさんのヒキガエルが集まり始め、抱接しているものもいた。3/1 牛久自然観察の森。
ほうせつ

アカガエル？のたまご。 3/1 牛久自然観察の森。

写真展示。 霞 ヶ浦総合公園ネイチャーセンター２階。
てん じ かすみ が うらそうごうこうえん


